
○ 病院数は､平成２年をピークに１割減少｡有床診療所は大幅に減少する一方､無床診療所が増加｡ 
○ 病院病床数は､平成４年をピークに減少｡ 
  ※なお、病床は、病院病床のほか、診療所における病床数が136,985床（平成22年）存在。 

医療施設数及び病院病床数の推移 

医療施設数の推移 種類別病院病床数の推移 
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人口1000人当たりの病床数は13.6と、他のＯＥＣＤ諸国に比べて大幅に多くの病床
を有している。 

ＯＥＣＤ諸国の病床数について（2010年） 

出典：「OECD HEALTH DATA 2012」 
 （注１）アイスランドは2007年の推計値、ポルトガルは2010年の推計値 
 （注２）ギリシャ・オランダ・オーストラリア・カナダ・アメリカ合衆国は2009年の値 
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○  近年、死亡等を除いても、医師数は4,000人程度、 毎年増加している。     
     （医師数） 平成10年 24.9万人 → 平成22年 29.5万人  （注） 従事医師数は、28.0万人 

人口１０万対医師数の年次推移 

（出典）医師・歯科医師・薬剤師調査 
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人口１０００人当たり臨床医数の国際比較（２０１０年（平成２２年）） 

※は2009年、♯は2008年 
注１ 単純平均とは、各国の人口1000人当たり医師数の合計を国数で割った値 
注２ 加重平均とは、全医師数を全人口で割った数に1000を乗じた値 
注３ ギリシャ・スロヴァキア・フランス・アイルランド・オランダ・カナダ･トルコは研究機関等に勤務し臨床にあたらない医師を含み、 
   ポルトガル・チリは資格を有しており現役で働いていない医師を含む 
注４ アイルランドは推計値 
                                                                     OECD Health Data2012 
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資料：2005年までは総務省統計局「国勢調査」、2010年は総務省統計局「推計人口(平成22年10月1日推計)」、2010年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年１2月推計）中位推計」 

推計値 
（日本の将来人口推計） 

実績値 
（国勢調査等） 
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我が国の人口推計 



我が国における団塊世代の高齢化 
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平成23(2011)年度 平成27(2015)年度 平成37(2025)年度 

高度急性期 

８０万人 / 日 ８６万人 / 日 ９７万人 / 日 一般急性期 

亜急性期・回復期等 

長期療養（慢性期） ２１万人 / 日 ２４万人 / 日 ３１万人 / 日 

精神病床 ３１万人 / 日 ３２万人 / 日 ３４万人 / 日 

入院計 １３３万人 / 日 １４３万人 / 日 １６２万人 / 日 

 
 

高度急性期 【一般病床】 
 107万床 

75％程度 
19～20日程度 

【一般病床】 
   114万床 

75％程度 
19～20日程度 

【一般病床】 
 129万床 

75％程度 
19～20日程度 

一般急性期 

亜急性期・回復期等 

長期療養（慢性期） 
   23万床       91％程度 

150日程度 
   27万床     91％程度 

150日程度 
  34万床        91％程度 

150日程度 

精神病床 
   35万床        90％程度 

300日程度 
    36万床     90％程度 

300日程度 
   37万床        90％程度 

300日程度 

入院計 
  166万床        80％程度 

 30～31日程度 
   178万床     80％程度 

30～31日程度 
  202万床        80％程度 

30～31日程度 

（参考）総人口 １億２７２９万人 １億２６２３万人 １億２１５７万人 

⑦ 

1.１日当たり入院者数の見込み 

2. 必要病床数の見込み 

現在の性・年齢階級別の医療サービス利用状況をそのまま将来に投影した場合における入院者数等の見込み 

※社会保障・税一体改革における「医療・介護に係る長期推計」におけるデータによる。必要病床数の見込みにおいて、「％」は平均稼働率、「日」は平均在院日数。 

○現状を将来に投影した場合、1日当たり入院者数は、133万人→162万人（2025年）に増加。このニーズに対応する必要病床数は、 

 一般病床で107万床→129万床に、病床総数で166万床→202万床に急増。 

○しかし、我が国は、諸外国に比べ人口当たり病床数は多いが医師数は少ない中で、このように病床を増やしていくことは非現実的。 

○したがって、医療資源を効果的かつ効率的に活用していくため、病床の機能分化を進め、機能に応じた資源投入を図ることにより、

入院医療全体の機能強化と在宅医療等の充実を図ることが必要。 

 


